
ソ
ウ

l
ソ
ク

で
は
惣
関
村
で
あ
る
が
、
一
州
方
の
円
烈
に
は
先
年
か

一
十
二
作
石附間
信
州
の
し
布
。
不
動
監
を
後
見
L
、
指
印

ら
涼
見
惣
閉
山
と
把
す
と
い
う
て
ゐ
ろ
。

一
川
を
泊
跡
す
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
。
不
動
助
は
然

ソ
ウ
リ
ヨ
ウ
宗
令

l
〆
イ
テ
ツ
ソ
ウ
リ
ヨ
ウ

-
訪
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
法
を
投
見
し
た
も
の
は

大

徹

宗

令

。

償

問

を

引

制

と

す

る

ら

し

い

。

ソ
ウ
リ
ン
宗
麟

l
ド
タ
カ
タ

ソ
ワ
り

ン

猫

一

ソ
テ
Z

ン
シ
ユ
ウ
ハ
イ
シ
ン
ジ
ュ
ツ

側
回
周
背

角
宗
際
。

一
覧
術
文
化
四
年
石
黒
信
同
の
若
し
た
お
古
。
指
図

ソ
ウ
リ
ン
ジ

宗
林
寺

金柑作
品
川
川
ド
鋭
内
に

一
の
附
聞
の
M
K
さ
を
求
め
る
術
を
述
べ
た
も
の
で
あ

在
っ
て
、
国
叫
宗
凶
祇
に
M
叫
す
る
。
初
め
抗
出
M

川
に
在

↑
司令。

り
、
次
い
で
仙
石
町
に
判
じ
、
明
治
什

一
年
今
の
地

一

y
h
y
Z
ン
ヨ
ウ
ジ
ュ
ツ
測
還

要

術

五
加
。

石

に
終
っ
た
。

一
思
的
問
の
討
に
係
る
も
の
で
、
削
川
法
を
述
べ
た
も

ソ
ウ
ワ
リ
ュ
ウ

宗
和
流

金
森
山
間
利
京
近
の
創

一
の
で
あ
る
。

め
た
茶
道
の
一
仮
o
w品
ホ
二
年
そ
の
子
七
之
助
方
氏

一

y
h
y
オ
ウ
ジ
却
往
寺

羽
咋
川
大
津
に
在
っ
て
、

前
川
利
砧
に
来
忙
し
た
が
、
明
川
町
二
年
宗
利
の
夜
後

一
氏
宗
京
振
に
印
刷
す
る
。

宗
利
椛
の
{
弘
元
と
な
白
、
子
孫
年
以
方
一

・
内
町
信

一

ソ
タ
ガ
ン
ジ
即
願
寺

金
仰
木
川
に
在
っ
て
、

一丸
・多
門
知
近
・
抑制之
助
成
託
・
餓
之
助
知
直
こ
れ
を

一
氏
宗
京
仮
に
凶
す
る
。
初
め
中
町
に
日
た
が
、
注
文

鮮
へ
た
0

・文
化
凶
年
知
直
自
M
A
L
、
門
誌
允
は
多
到
直

一
一冗
年
今
の
間
山
に
砂
っ
た
と
い
ふ
。

昌
刷
配
宗
果
、

m
m宗
右
衛
門
続
出
目
布
、
九
山
一歩
川
町
一

一

ゾ
ヲ
キ
ユ
ウ
コ
ホ
ク
チ
ョ
ウ
ロ
ヲ

紙
汲
古
北
徴

蓬
に
附
次
餅

へ
る
所
と
な
っ
た
。

一
銭

二

加

。
森
川
平
次
組
。
古
文
書
の
彬
関
山
地
集
で

ソ
エ
ン
祖
縁

f
v
eヘ
ヅ
ソ
ウ
ソ
エ

Y

別
宗
一
組

一
あ
り
、
欣
久
三
年
九
且
註
一生
出
資
凶
四
都
庄
郷
保
公

紙
。

一
川
川
政
同
級
そ
の
他
を
縦
せ
る
。
智
名
は
お
旧
民
間

y
カ

ン

組
問

削
闘
は
金
祁
如
旅
寺
の
一
闘
で
、

の
波
市
出
徴
録
に
依
る
。

ー出川
に
ま
い
を
怨
み
、
そ
の
鮎
椛
諮
突
を
山
川
く
し
た

一

ゾ
タ
コ
ウ
シ
ユ
ウ

額
一
否
集
一
郎
o
杭
山
数
堂

が
、

一
夜
人
の
伐
に
拐
殺
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
小
静
純

一
の
綴
箆
附
腕
の
川
純
で
あ
る
。
併
仰
の
序
に
天
保
政

話
加
古
川
駅
ほ
の
家
同
林
際
左
衛
門
が
如
来
苛
の
旦

一
年
巾
午
初
春
と
あ
っ
て
、
同
年
上
梓
せ
ら
れ
た
。

那
で
、
そ
の
裂
が
組
問
と
街
一
辿
し
た
の
を
知
っ
て
怨

一

ゾ
テ
シ
チ
プ
シ
ユ
ウ

緩
七
部
集

J
ハ
イ
カ
イ

を
報
じ
た
の
で
、
後
に
妥
を
も

m
mに
作
ひ
て
殺
信

一
ゾ
タ

シ
チ
プ
Y

ユ

ウ

例
簡
約
七
都
集
。

し
、
己
は
滞
外
に
脱
記
し
た
。
元
利
九
年
の
棋
で
あ

一

y
h
y
ジ
ヨ
ウ
イ
ン

速
成
院
加
到
裕
木
第
十
三

る
。

一
代
前
川
狩
携
の
子
亮
仔
郎
、
後
に
魁
ー
巾
積
一
盟
主
腿

の
法
獄
。
討
し
〈
は
組
成
院
特
建
売
。

ソ
h
y
シ
ョ
ウ
ジ
即
詮
寺

能
楽
山
小
松
に
在
っ

て
、
尻
町
市
東
一
献
に
属
す
る
。

y
h
y
シ
ョ
ウ
ジ
即
生
寺

河
北
川
内
高
松
に
在

っ
て
、
民
宗
束
振
に
回
刷
す
る
。

ソ
カ
ン

ー
ム
タ

Y
ソ
カ

y

雌
…
端
組
問
出
。

谷は出品
川
魚
。

悦
能
来

素曾組
問魚寝

ソ
ギ
ヨ

J
タ
ニ
ヤ
ソ
ギ
ヨ

ソ
キ
ン

析
。

J

エ
ツ
ガ
ン
ソ
キ
ン

y
h
y
Z
ン
シ
ユ
ウ
キ
ホ
ウ

測
悶
周
規
法

文
化

ソ
タ
シ
ン
ハ
イ

測
回
世
牌

文
政
二
年
総
隊
商
政

の
考
案
製
法
に
係
り
、
太
陽
を
加
明
い
て
崎
刻
を
測
る

田
川
械
で
あ
る
。

ゾ
h
y
ゼ
ン
ト
タ
ザ
ツ
キ

綾
瀬
得
雑
記

J
ゼ
y

ト
ク
ザ
ツ
キ

漸
得
統
記
。

ゾ
タ
ゾ
ナ
ゼ
ン
ト
テ
ザ
ツ
キ

緩
々
漸
得
難
記

」
ゼ
y
l
タ
ザ
ツ
キ
漸
得
雑
担
。

ゾ
h
y
h
F
h
y
キ
ン

燭
託
金
烏
阪
の
乱
後
、
抱
永

十
町
年
九
且
柑
柏
町
川
は
初
め
て
慰
託
金
の
制
を
定
め
、

伴
天
辿
の
訴
人
に
鋭
二
一白
枚
、
伊
沼
町
酬
の
耶
俳
人
に
鋭

百
枚
、
切
支
丹
の
訴
人
に
銀
五
十
枚
岩
し
〈
は
三
十

枚
を
見
(
へ
る
こ
と
に
し
、
全
凶
の
宿
腺
等
に
高
札
を

'X
て
し
め
た
。
凶
っ
て
加
賀
草
川
は
、
円
相
府
の
踊
託
金

以
外
、
別
に
伴
天
辿
の
俳
人
に
金
子
拾
枚
、
伊
留
出
凶

の
訴
人
に
金
子
五
枚
、
切
支
丹
の
訴
人
に
金
子
三
枚

の
川
賞
金
を
附
し
た
。
こ
れ
等
の
制
比
の
掲
げ
ら
れ

る
加
を
腐
託
婦
と
い
ひ
、
務
は
こ
与
に
大
判
拾
枚
を

懸
け
て
之
を
告
渡
者
に
奥

へ
る
こ
と
を
示
し
た
。
但

し
卒
保
頃
に
は
こ
の
大
刊
に

模
型
を
用
ひ
で
あ
っ

た
。
創
舵
の
加
は
怠
氏
品
川
飽
に
、『
膏
夜
に
胤
舵
し
官

誌
に
川
山附す
る
好
巡
の
訴
人
を
求
め
ん
持
に
筑
金
を

辻
に
ほ
師
〈
。
』
と
あ
る
如
き
所
か
ら
出
た
の
で
あ
ら

'ヲ。

四四
託
場

ゾ
タ
タ
タ
パ

E
E
O
 

一一証u
d
u込

l
f
ク
タ
タ
キ

y

y
h
γ

ト
ナ
ジ
邸
得
寺

能
楽
榔
寺
引
に
あ
っ
て
、

民
宗
来
振
に
臨
す
る
。
初
め
小
松
に
問
た
が
、
天
利

中
今
の
所
に
紗
っ
た
と
い
ふ
。

ゾ
h
y
ハ
ナ
シ
ズ
イ
ヒ
ツ

緩
陥
磁
耳
目
』
ハ
ナ
ジ

ズ
イ

ヒ

ツ

附
随
録
。

ゾ
h
y
ハ
ハ
ソ
ハ
ラ
シ
ユ
ウ

鐙
詐
原
集
二
加
。

金
滞
の
俳
人
馬
仰
組
。
文
化
元
年
別
廷
の
七
年
忌
追

悼
の
お
に
作
っ
た
殻
句
集
で
あ
る
。
平
和
三
年
仲
冬

四
八
二

胤

y
h
y
リ
ヨ
ウ

測
量
門
一
〉
川
見
術
|
側
仙
の
法

は
域
担

mm制
的
梁
の
築
溢
父
は
附
剛
山の
土
功
専
に
紋

〈
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
出
来
支
那
桜
山

郎
総
の
l
心
訟
に
釘
法
を
加
味
し
、
町
見
術
と
も
池
山
引

と
も
終
し
て
ゐ
た
。
耐
し
て
加
越
能
に
於
い
て
明
ら

か
に
阿
見
術
の
名
釈
を
以
て
行
は
れ
る
に
主
っ
た
の

は
、
も
と
江
戸
の

m邸
で
あ
っ
た
阪
弁
牢
知
が
旭
中

出
山
に
紗
り
、
自
ら
制
翁
述
也
治
印
と
川町
し
て
そ
の

術
を
説
い
た
に
起
り
、
牢
知
は
之
を
金
制
仰
の
有
搾
氷

点
に
、
永
氏
は
有
神
武
点
及
び
数
以
に
、
武
点
は
之

を
有
部
氏
幹
に
、
点
幹
は
出
山
の
安
遇
制
売
に
、
粥

古
川
は
之
を
安
謹
持
直
に
係
へ
た
。
臨
訓
牢
知
の
時
代

は
明
阪
で
な
い
が
、
そ
の
元
級
以
前
に
在
る
こ
と
は

勿
論
で
あ
る
。
夜

Lm永
の
凶
H
K
附
の
入
樋
口
椀
右

衛
門
制
緩
術
を
閑
人
か
ら
受
け
、
町
見
術
に
改
良
を

加
へ
た
が
、
半
知
も
亦
こ
の
法
を
放
け
た
如
く
、
附

上
の
鮪
雌
を
ハ
川
る
に
税
措
日
を
用
ひ
た
の
で
あ
る
。

〈
二
〉
測
誠
一
術

l
前
記
樋
口
被
右
衛
門
の
門
下
に
山
附

兵
太
夫
が
あ
り
、
そ
の
統
を
山
崎
統
制
法
術
と
精
し

た
。
こ
の
械
の
併
統
は
山
崎
兵
太
夫

山
川
定
行
・凶

泌
池
刷州
主
人
序
、
阿
山
町
が
祭
先
師
附
史
文
・
平
和
三

年
冬
十
周
到
州
能
赫
之
予
明
の
序
、
叩
子
の
と
し
府

仰
の
後
序
な
ど
が
あ
る
。
一
忠
勝
川
町判
右
術
門
・

勝
凶

器
助
級
。

ゾ
h
y
Z
ナ
シ
グ
リ
シ
ユ
ウ

絞
虚
栗
築

相
官
官
水

の
三
州
奇
談
に
、『
七
隠
の
大
野
氏
な
る
人
は
、
元
政

の
同
引
の
主
人
を
例
名
長
丸
と
い

へ
b
。
約
市
川
架
仰
を

悦
び
し
人
に
て
、
好
郡
川
々
に
似
」
と
去
。
』
と
あ
る

が
、
そ
の
訟
は
裂
在
存
す
る
や
否
や
明
ら
か
で
な
い
。

ソ
ヲ
ミ
ヨ
ウ
ジ
即
明
寺

金
滞
広
三
川
に
在
っ

て
、
由
民
宗
束
振
に
邸
す
る
。
初
め
刑
制
咋
細
小
川
村
に

居
た
.か
、
明
治
元
年
金
持
荒
別
に
判
じ
、
十
三
年
今

の
地
に
移
っ
た。


